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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月22日(2017.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像処理装置であって，
デバイスを含む被検体の取得画像データが入力される画像処理部と、
前記画像処理部で補正された補正画像データが入力される表示出力部とを備え、
前記画像処理部は、
前記取得画像データから前記デバイスの動き情報と、前記被検体の各部の動き情報とを取
得し、
取得した前記デバイスの動き情報と前記被検体の各部の動き情報とを用いて，前記被検体
の各部の動き情報から、前記デバイスの動き情報に影響を与える動き情報を抽出し、
抽出された前記デバイスの動き情報に影響を与える動き情報を用いて、前記取得画像デー
タの補正を行い、前記補正画像データを出力する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
請求項１に記載の画像処理装置であって、
前記画像処理部は、
前記取得画像データから、前記デバイスの動き情報を取得するデバイス情報取得部と，
前記取得画像データから、前記被検体各部の情報を取得する被検体各部の情報取得部と，
前記デバイスの動き情報と前記被検体各部の動き情報とを用いて，前記被検体各部の動き
情報の中から前記デバイスの動き情報に影響を与える動き情報を抽出するデバイス関連動
き情報抽出部と，
前記デバイスの動き情報に影響を与える動き情報を用いて、前記取得画像データに対して
補正処理を行う補正処理部と，を含む、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
請求項２に記載の画像処理装置であって、
前記デバイス情報取得部は、前記デバイスに設けられたマーカーを基準として前記デバイ
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スの動き情報を取得する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
請求項２に記載の画像処理装置であって、
前記デバイス情報取得部は、前記デバイスの先端の一定領域を基準として前記デバイスの
動き情報を取得する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
請求項２に記載の画像処理装置であって、
前記デバイス情報取得部は、前記デバイスの非可動領域を基準として前記デバイスの動き
情報を取得する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
請求項１に記載の画像処理装置であって、
前記抽出された動き情報を用いて、前記取得画像データを取得する撮影部と、
前記撮影部における撮影範囲を移動させる撮影機構移動部、を更に備える、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
請求項６に記載の画像処理装置であって、
前記撮影機構移動部は、前記撮影部の絞りの開口領域を変更する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
請求項６に記載の画像処理装置であって、
前記撮影機構移動部は前記撮影部のテーブルを移動する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
請求項６に記載の画像処理装置であって、
前記撮影機構移動部は前記撮影部の画像取得部を移動する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１０】
請求項６記載の画像処理装置であって、
前記撮影機構移動部は、前記デバイスの動き情報に基づいて、前記デバイスが撮影範囲の
中央に位置するように撮影範囲を補正する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１１】
請求項１に記載の画像処理装置であって、
前記画像処理部は、前記デバイスの動き情報に基づいて、前記デバイスが前記取得画像デ
ータに基づく画面の中央に位置するように補正する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１２】
請求項１０に記載の画像処理装置であって、
前記補正を、ユーザから指示されたタイミング、あるいはあらかじめ決定した時間間隔に
基づいて実行する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
請求項１０に記載の画像処理装置であって、
前記補正を、前記デバイスが前記撮影範囲のあらかじめ決定した領域に位置したことをト
リガとして実行する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１４】
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画像処理装置であって，
デバイスを含む人体の取得画像データが入力される画像処理部と、
前記画像処理部で補正された補正画像データが入力される表示出力部とを備え、
前記画像処理部は、
前記取得画像データから、前記デバイスの情報を取得するデバイス情報取得部と，
前記取得画像データから、前記人体各部の情報を取得する人体各部の情報取得部と，
前記取得画像データから、前記人体の病変の情報を取得する病変情報取得部と，
前記デバイスの動き情報と前記人体各部の動き情報とを用いて，前記人体各部の動き情報
の中から前記デバイスの動き情報に影響を与える動き情報を抽出するデバイス関連動き情
報抽出部と，
前記人体各部の動き情報の中から前記病変の動き情報に影響を与える動き情報を抽出する
病変関連動き情報抽出部と，
前記デバイスの動きに影響を与える動き情報と、前記病変の動き情報に影響を与える動き
情報を用いて、前記取得画像データに対して補正処理を行う補正処理部と，を含む、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１５】
画像処理装置における画像処理方法であって，
前記画像処理装置は、
デバイスを含む被検体の取得画像データから前記デバイスの動き情報と、前記被検体の各
部の動き情報とを取得し、
取得した前記デバイスの動き情報と前記被検体の各部の動き情報とを用いて，前記被検体
の各部の動き情報から、前記デバイスの動き情報に影響を与える動き情報を抽出し、
抽出された前記デバイスの動き情報に影響を与える動き情報を用いて、前記取得画像デー
タの補正を行い、補正された画像データを出力する、
ことを特徴とする画像処理方法。
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